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大学設置分科会における一般的な審査スケジュール 

学部の設置 
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山形大学 
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山形大学 

【東北編】TOP5 

1位 東北大学 

2位 山形大学 
3位 国際教養大学 

4位 東北福祉大学 

5位 岩手大学 
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平成28年2月現在の平成29年度教育組織改編の方向 

現    行 
【学部定員/1,685人】 

改組後（H29.4～） 
【学部定員/1,675人】 

 人文学部        300  
 地域教育文化学部  240  
 理学部          185  
 医学部          185  
 工学部          620  
 農学部          155  

 人文社会科学部    290   
 地域教育文化学部  175  
 理学部          210  
 医学部          185  
 工学部          650  
 農学部          165  

本資料は、現在文部科学省との相談中の状況を示したものであり、 
確定情報ではなく、変更の可能性があります。 5 



新 人文社会科学部（案） 

本資料は、現在文部科学省との相談中の状況を示したものであり、 
確定情報ではなく、変更の可能性があります。 
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地域文化（文化創生コース(仮称)） 地域教育（児童教育コース） 

公共団体 
ＮＰＯ 

地域社会 
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公共団体  

スポーツ 
団体 

文化・芸術 
団体 

企業等 

地域ぐるみで子どもの育ちを支える 
ネットワークを作るファシリテーター 

として「チーム学校の一員としての教員」 

地域社会が主体的に地域文化を継承し、 
創生するためのネットワークを作る 
コーディネーターとしての人材 

学 校 

高齢者 

職業人 
スクールカウンセラー、 
スクールソーシャルワーカー 

地域の 「地域とつながる子どもの育成」・「安全かつ安心な生活」・「文化的に豊かな人生」 を支え、 
多様な人々を巻き込んで課題解決に取り組む人材の養成 
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域
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化
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本資料は、現在文部科学省との相談中の 
状況を示したものであり、確定情報ではなく、
変更の可能性があります。 

新 地域教育文化学部（案） 
＜地域貢献・地域創生型学部＞ 
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数学コース 

物理学コース 

化学コース 

生物学コース 

地球科学コース 

理学部 1学科（210名） 
学士（理学） 

 

◆カリキュラム 
・分野別定員を設けないコース制 
・キャリアパスを意識した履修プログラム 
・基礎学力を重視した学部共通教育 
・基盤力試験、TOEIC等を活用した学部・大学院の 
 6年一貫教育 
・理工系の研究科に接続できる学部カリキュラム 

◆新コース 
・データ解析からイノベーションを創出する 「データサイエンスコース」 

◆入試 
・動機・探究心を重視した選抜方法 
・地域からの入学者を増やす多様な選抜方法 
 

新 理学部（案）  

【新編成】 

１年 ２年 ３年 ４年 博士前期課程 

学生が目指すゴール（キャリアパス）
に応じたプログラム 

4年 

６年 

学生が選ぶ 
学習プラン 

卒業
研究 

教職大学院 
他研究科 

理工学研究科
または他研究科 

理学専攻 
（5３） 

理工学研究科博士前期課程 
修士（理学） 

基
盤
力
試
験 

データサイエンスコース 

理学科６コース 

分野横断による機能強化 

学
部
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通
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学生自らが多様な興味、能力に応じて専門分野を選択し、 
自らの将来をイメージして学習する教育プログラム 

就 職 

学修の流れ 

新編成の特徴 

フロンティア 
先導的研究・技術開発に携わる
人材 

ベーシック 
理学に関する幅広い知識を有する

人材 

サイエンスティーチャー 
理数教育・科学文化形成を担う
人材 

フロンティア 
先導的研究・技術開発に携わる人材 

スタンダード 
理学に関する幅広い知識を有する人材 

サイエンスコミュニケーター 
理数教育・科学文化形成を担う人材 

一
括
入
試
・
コ
ー
ス
選
択
は
入
学
後 

接続型
カリキュ
ラム 

卒業
研究 

技術職・研究職（製
造・環境・情報通信・
流通・公共サービス） 

総合職・一般職・技術職
（製造・金融・流通・情
報通信・出版） 

教員・学芸員・サイエン
スコミュニケーター 

本資料は、現在文部科学省との相談中の状況を示したものであり、 
確定情報ではなく、変更の可能性があります。 
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高分子・有機材料工学科              140 

化学・バイオ工学科                     140  

情報・エレクトロニクス学科            150 

機械システム工学科                     140 

システム創成工学科                  ※50 

工学部  600 ※50 

熱流体・エネルギー工学コース 

構造・材料・デザインコース 

ロボット・バイオニクスコース 

応用化学・化学工学コース                      

バイオ化学工学コース   

光・電子材料コース 

物性工学コース 

情報・知能コース                               

電気・電子通信コース                 

合成化学コース 

イノベーションコース 

エンジニアリングコース 

チャレンジコース 

建築・デザイン学科                  30 

昼間コース 

フレックスコース 

※主として夜間に授業を行うコースの定員で学部の計欄は外数 

本資料は、現在文部科学省との相談中の状況を示したものであり、 
確定情報ではなく、変更の可能性があります。 新 工学部（案）  

① 社会ニーズに対応するため、高度ものづくりの 
   基盤を為す、材料・化学・電子情報・機械系の     
   基盤分野の更なる発展・充実 
 
② 本学の特徴である有機系分野の強みを活かす 
 
③ 入学者の進路希望と就職先とのマッチング 
  （出口を意識したカリキュラム） 
 
④ 学生の多様化に対応するため、学生定員の 
   大きな学科構成にする 
 
⑤ IT人材の育成 
 
⑥ 工学基盤分野と融合した 
   新しい建築・デザイン分野を導入 
 
⑦ 早期の社会と工学の繋がりに係る 
    理解と知識の習得（PBL教育を活用） 

改組の方針 
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